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１．第１回協議会のまとめ 
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１．第１回協議会のまとめ 
Ｂ 案 
主な拠点機能を南北軸「地域の生活・活動軸」に分担して配
置 

 ⇒ 回遊性を生み出すまちづくり 
（拠点間の回遊性と健康づくりに寄与するにぎわい重視の 

 まちづくり） 
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益城中央被災市街地復興土地区画整理事業          導入機能の配置検討（案）  2018/6/20     
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木山城趾公園 
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秋津川河川公園 

秋津川河川公園 

公園 
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金松神社 

広場 

広場 
広場 

清正公さん 

既設 公営住宅 

既設 公営住宅 

ミナテラス 

生活エリア 文化・レクリエーションの拠点 

文化会館 

専寿寺 

複合交流拠点 2 

木山地区の将来像 
 

『 安全・安心・快適なくらしと町の発展を 
支える にぎわい健康文化の交流拠点 』 

 
～益城復興のシンボル・にぎわい拠点の再生～ 

○複合交流拠点の考え方 
主な拠点機能を南北軸「地域の生活・活動軸」に分担して配置 
 ⇒ 回遊性を生み出すまちづくり 
【拠点間の回遊性と健康づくりに寄与し、持続的に町の日常生活を支えるにぎわい】を重視 

多目的駐車場 

⑧ まちの商店街 

・地域の商業を集約し、町の特徴を

活かした個性的な店舗やオープン

スペースを配置して、ゆったり歩い

て買い物等を楽しめる通りを創出

する。★5.5b④、5.5c② 

災害公営住宅 

生活エリア 

集会所 

集会所 

郵便局 

交通 
広場 

木山交差点付近土地利用イメージ図 

天神さん 

商業 

文化･娯楽 

交流 

バスベイ 

駐車場 

② 多目的広場 

・平時はいこいの場やイベント等に活用し、

災害時は災害活動支援スペースとして活用

する。★5.1b②、5.2b⑥、5.4a⑩、5.4d① 

⑦ 交通結節点 

・路線バスとその他交通と

の乗り継ぎの利便性向上

を図るため交通広場を設

置する。★5.1c⑤、5.4c① 

 

業務 

まちの商店街 

物産館等 

公共公益施設用地 

（役場等・駐車場・広場） 

ｵｰﾌﾟﾝ 
ｽﾍﾟｰｽ 

新庁舎等 

駐車場 

多目的広場 

情報発信 

⑥ 緑の回廊 

・活断層上をできるだけ公園や緑

道等として活用して区画整理内外

の回遊性を確保する。★5.3c① 

※ソフト対策 

・地域全体でのノーマイカーデー

等の取り組みにより、公共交通機

関を積極的に活用 

駐車場 

０   25   50       100                  200m 
複合交流拠点 1 

益城中央病院 

よかもんね！ましき 

① 公共公益施設 

・役場等の公共公益施設に加え、多目的広場を一体

化させることで、防災機能を強化する。 

・災害発生時は、駐車場を災害活動広場として、支

援車両や物資受け入れを想定する。 

・庁舎駐車場は商店街等と連携して一体的に活用を

図る。 ★5.4c①、5.8c② 

③ まちの交流拠点施設（物産館等） 

・熊本都市圏東部地域における交流の

核となるよう直売所を交通広場と一体

的に配置して、町の産業観光等の情報

を発信する。★5.4c①、5.5d④ 

災害公営住宅 

集会所 

④ 災害公営住宅 

・北と南に配置することで、生活・活動軸の回遊

性を創出する。 

・活断層上を利用する場合は、駐車場として活用 

・できる限り入居者の早期生活再建のため、建設

は町有地を含めて検討する。★5.1a⑤ 

★印の数字・記号：復興計画の取組名番号 

⑤ 多目的駐車場 

・役場駐車場と連携し、複合交流拠点等の駐車容量を

確保し、コミュニティ軸等に人の流れを創出する。 

（活用パターン） 

●平時は庁舎駐車場との連携 

●災害時は災害対策活動関係車両等の待機場 

●災害時の一時避難地として利用 

●イベント時は臨時駐車場 ★5.1c⑤ 
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２．導入機能の配置検討（案） 

～復興の推進体制 （復興計画から抜粋）～ 
         住民：復興の主体として、周囲の人や地域とともに、復興に向けた取組を進める 
         町  ：復興に向けた取組を主導しつつ、住民の取組を積極的に支援する 
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ミナテラス 

生活エリア 文化・レクリエーションの拠点 
専寿寺 

木山地区の将来像 
 

『 安全・安心・快適なくらしと町の発展を 
支える にぎわい健康文化の交流拠点 』 

 
～益城復興のシンボル・にぎわい拠点の再生～ 

駐車場 

災害公営住宅 

生活エリア 

集会所 

郵便局 

交通 
広場 

天神さん 

 
交流 

 

まちの商店街 

物産館等 

） 

ｵｰﾌﾟﾝ 
ｽﾍﾟｰｽ 

新庁舎等 

駐車場 

多目的広場 

駐車場 

０   25   50       100                  200m 

複合交流拠点 1 

益城中央病院 

よかもんね！ましき 

災害公営住宅 

集会所 

木山城址公園 

木山神宮 

道安寺 

秋津川河川公園 

秋津川河川公園 

避難路 

文化会館 

駐車場 

複合交流拠点 2 

公園 集会所 

公園 

公園 

公園 

バスベイ 
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２．導入機能の配置検討（案） 

緑の回廊 

（イメージ） 

凡例 
      緑の回廊  
      （事業区域内） 
        緑の回廊 
              （事業区域内外） 



 

益城中央被災市街地復興土地区画整理事業          導入機能の配置検討（案）  2018/6/20     
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ＪＡとれたて市場 嘉島店 

物産館等のイメージ 
～交流の核となる商業施設を配置～ 

２．導入機能の配置検討（案） 

物産館等 

（イメージ） 

(出典 Google) 

(出典 JAみどりの) 
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益城中央被災市街地復興土地区画整理事業          導入機能の配置検討（案）  2018/6/20     
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8 オープンスペースのイメージ ～地域のにぎわいを創出～ 

２．導入機能の配置検討（案） 

オープンスペース 

（イメージ） 

(出典 広島・都市再生会議（個人ブログ) 
出典 TOKYO MIDTOWN 
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２．導入機能の配置検討（案） 

オープンスペース 

（イメージパース） 

木山交差点（阿蘇方面を望む） 



 

益城中央被災市街地復興土地区画整理事業          導入機能の配置検討（案）  2018/6/20     
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交通広場のイメージ 
～各種交通利便性の向上～ 

２．導入機能の配置検討（案） 

 交通広場
（イメージ） 

出典 Google 

出典 埼玉考現学（個人ブログ） 
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地域コミュニティにおけるにぎわいづくりのイメージ例   
(阿蘇市 水基の活用) 

２．導入機能の配置検討（案） 

地域コミュニティにおける 

 にぎわいづくり（イメージ） 

出典 熊本県観光サイト 

出典 阿蘇一の宮観光ポータルサイト 

出典 熊本県観光サイト 
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３．事業計画（案）の概要 

 
 
     ・ 施行地区区域図 
 
   １ 設計説明書 
    (1) 土地区画整理事業の目的 
    (2) 施行地区内の土地の現況 
    (3) 設計の方針 
       ・ 土地利用計画 
       ・ 道路計画 
       ・ 公園計画 
       ・ その他 
    (4) 整理施行前後の地積 
    (5) 公共施設の整備改善の方針 
 

    ２ 設計図 
             

        １ 収入支出計画表 
        ２ 年度別歳入歳出資金計画表 
        ３ 他事業施行分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  ○事業計画で定める事項 
 
  

  
★ 
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3-1．道路計画の考え方 
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○道路計画の基本方針 
 

１．安全性を考慮した配置とする 
  ・子供や高齢者等が、安全・安心に日常利用できる道路構造とする 
  ・災害時に機能を発揮する道路ネットワークを構築する 
    ⇒都市計画道路、区画道路の組み合わせによる避難路の確保 

 

２．土地利用計画に即して配置する 
  ・歩行者の回遊性を高める道路ネットワークを構築する 
    ⇒都市拠点（木山交差点周辺）と文化レクリエーション拠点（益城町交流情   

      報センター周辺）を結ぶ地域コミュニティ軸の形成 

  ・良好な住環境を確保する 
    ⇒歩行者の快適性や自動車の利便性を配慮した生活道路の配置 

 

３．まちづくり協議会の意見をできる限り反映する 
  ・地元の皆様のご意向を踏まえた計画策定とする 
    ⇒再建家屋等を可能な限り存置 

①土地利用計画に即して配置する 

②安全上に考慮した配置とする 

③極力、まちづくり協議会の意見を反映する 



3-1．道路計画の考え方 
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○道路配置の考え方 

 ◇住宅地から幹線道路に集約して接続 

 ◇緊急車両が円滑に通行できる幅員を確保 

   益城中央線：幅員27mで両側歩道、木山宮園線・横町線：幅員14mで両側歩道 

   主要区画道路：幅員8mで片側歩道、区画道路：幅員6～4m 

   歩行者専用道路：幅員4～2m 

  ◇街区規模（目安） 

   ・住宅地：短辺は３０～５０ｍ、長辺は１２０～１８０ｍ 

   ・商業地、業務地：短辺は４０～６０ｍ、長辺は１００～１５０ｍ 

街区 
30～50ｍ 
（40～60ｍ） 

120～180ｍ 
（100～150ｍ） 



3-2．公園計画の考え方 
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○公園計画の基本方針 
 

１．良好な住環境を整備する 
  ・日常的な休息・憩いの場として、住民の潤いのある生活の確保 
  ・地域コミュニティを配慮した配置とする 

  ・６か所の街区公園を設置する（うち１か所は都市計画決定済）  
    （誘致距離（250m）ごとに１箇所） 
 
 

２．大規模な災害に強いまちを実現する 
  ・発災直後に緊急に避難する身近な場所（一時（いっとき）避難地） 
   としての機能を設定する 
  ・避難路とのアクセスを考慮した配置とする 
 
 

３．適正な公園規模を確保する 
  ・良好な住環境を確保するうえで最低限必要な公園面積(地区面積 
   の３％以上）を確保する 

緑のマスタープランとの 
整合は？ 緑の基本計画はH28.3時点で熊本市のみ策定 



主な内容 

○道路 

 ・南北道路と東西道路（２本）を生活道路 

  の軸とした道路計画と道路拡幅 

 ・生活道路の拡幅 

 ・行き止まり道路の解消 

 ・歩道整備（既存水路の蓋かけ） 

 

○公園 

 ・本村の公園整備 

 ・南北と東西の道路が交差した場所への 

  配置と公民館の併設 

 

3-3．まちづくり協議会からの提案【宮園地区】 

  

○宮園地区からの提案 
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主な内容 

 

○道路 

 ・町道３８号線の拡幅 

 ・県道熊本高森線の歩行者・自動車の 

  通行帯区分 

 ・生活道路の拡幅と新設 

 

○公園 

 ・県道を挟んで南北１箇所ずつの配置 

 ・文化会館に公園を併設 

 

○その他 

 ・地区南部の段差の解消と擁壁の設置 

 ・県道熊本高森線への信号設置、歩行 

  者と自転車の分離 

3-3．まちづくり協議会からの提案【上町地区】 

○上町地区からの提案 
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3-3．まちづくり協議会からの提案【蛭子町地区】 

第１次提案の主な内容 
・木山交差点の早期着工 
・狭あい道路の解消 

・横町線の復旧 

第２次提案の主な内容 
・町道３６号線の拡幅 
・町道横町線への接続道路の整備 

○蛭子町地区からの提案 
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3-3．まちづくり協議会からの提案【市ノ後地区】 

主な内容 

 

○道路 

 ・東西方向の道路の拡幅及び新設 

 ・通学路の町道３９・８０・９４号線の歩道整備 

 ・生活道路の拡幅および新設 

 

○公園 

 ・公民館を併設した公園整備 

 ・天神社周辺の公園整備 

○市ノ後地区からの提案 
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3-3．まちづくり協議会からの提案 

１．地震で残った家屋や地震後再建した家屋に関わらず、 
  家屋に対しては極力影響が生じない道路・公園の配置 
  とする。 
 
２．影響が生じる家屋等については、行政からの丁寧な 
  説明と対応を行う。 
 
３．早期の生活再建に向けた情報公開を徹底する。 

○各地区からの主な提案 



3-3．まちづくり協議会からの提案 

○まちづくり協議会からの提案に基づいた道路配置図 

スライドショーあり 
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４．事業認可までのスケジュール 

22 

第１回 ６月４日    土地利用計画、導入機能の配置イメージ（３案提示） 
 
第２回 ６月２１日   導入機能の配置検討（案）、設計図、市街化予想図 
 
第３回 ７月上旬     事業計画書、住民説明会（案） 

○事業計画決定までの協議会の日程及び内容 

住民説明会 

             地元からの意見書【事業計画縦覧後】     

熊本県都市計画審議会 
事業計画決定（秋頃） 


